
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

裏面もあります。→ 

高柳交流観光通信         

ここに 

～交流観光の原点「住んで良し、訪れて良し」のまちづくりのプログラム～

「高柳町ふるさと開発協議会報告書」を読み解く 

☆「これまでの 30年、これからの 30年」 

新潟県指導農業士 鈴木 貴良 

 

 

〇かれこれ 30数年前、町を挙げて町おこしの話

し合いや、集まりがたくさんありました。それ

ぞれの未来を決する一大事と言うこともあっ

て、熱量も、意識も高まっていた時代でした。

そう言った集まりに参加すると、必ずと言って

いいほど延長戦となり、町内の飲食店に繰り出

し白黒付かない話で盛り上がっていたことを覚

えています。そんな飲み話の中で､NHKの番組の

影響か「相対性理論」の話題がよく出てきまし

た。なぜ地域おこしの話がそこまで発展するの

か不思議でなりませんでした。しかし最近「量

子力学」という言葉をよく聞くようになり、調

べてみるとその謎を解くおもしろいことに気が

つきました。「量子力学」についてはここで語

り尽くせないのでざっくりと割愛させていただ

きますが、興味がある方は是非調べてみて下さ

い。     

〇キーワードは「意識が現実を作る」です。地

域おこしがうまくいく方程式はないと昔誰かに

言われたことがありましたが、どうやらその昔

語り合った「相対性理論」はむしろ必然的であ

ったのかもしれません。だとすると今度は「量

子力学」を肴に、膝付け合わせ、酒酌みかわし

ながらこれからの 30年を語り合うこと、超アナ

ログかもしれませんが実は超最先端の未来づく

りになるのかもしれません。 

 


